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京 京も田舎も　皆同じこと

■　野島盆口説き　　【地域素材を生かした道徳教育】

1-(1)

むやみに物をほしがると、自分の持っているものも失いさらには他人の大
事なものも失ってしまいますよ。

1-(1)

世の中にはいろんなけがれや過ちがありますが、必ずよいことやご利益
があるものですよ。

1-(4)

世の中の行うべき正しい道がどうして分からないことがありましょうか。いい
え、分かるはずです。天はあなたのすることを必ず見ていますよ。

1-(1)

1-(1)

世の中を知らないということは、自分自身も知らないということですよ。しっ
かりと心をこめて人様から習いなさい。それは、都会でも田舎でもみな同
じことですよ。

1-(5) 1-(4)

だれでも人を恨んだりうらやましく思う心があることを忘れてはいけません
よ。あなたが派手な暮しをしすぎると人の嫉妬心をかって苦労してしまい
ますよ。

1-(1)

日頃から一生懸命他の人に教えてもらいなさい。知らないということは、生
きていく知恵をもっていないということですよ。

1-(5) 1-(4)

たとえほしい物が手に入らなくても、世の中を恨んではいけませんよ。い
つも楽な暮しをしている人はいません。欲を出すと、かえって悪い結果が
出て、貧乏するものですよ。

1-(4)

4-(1)

酒は呑んでも呑み過ぎないようにしなさい。人の意見をよく聞いて慎むこ
とも大事です。正しい道を行うために。

2-(4)

心が浮ついていて気が変わりやすい者だと言われないようにしなさい。目
の前の苦しいことや悩みを思うより、少し先のことを考えて希望を持ち続
け、その実現を願いなさい。

1-(2)

わが国の決まりや約束を破ってはいけませんよ。自分の務めを果たすの
も、ただ正直に行いなさい。

4-(1)

欲に目がくらんで欲張りすぎると、この世にいるうちに地獄に落ちるような
目にあいますよ。

礼儀正しく世の中の人とつきあっていきましょう。人とのつきあいをおろそ
かにしていると言われないように。

2-(1)

日頃の行いがとても大事ですよ。寝ても覚めても、ただ正直に生きなさ
い。

1-(1)

あてが無くさまよっている人と思われないようにしなさい。人の一生という
のは終わってみなければ自分自身にも分からないものです。（何か一つ
のことをやりとげなさい。根を張って生きなさい。？）

1-(2)

若くて勢いのある時こそ　その時その時立ち止まって家業こそ大事なもの
と心に留めておきなさい。

4-(5) 4-(6)

良いことでも良くないことでも、他人のことをあれこれ言ってはなりません。
たとえ身分の高い人も、またそうでない人でも。

4-(1)

たとえほめられたとしても、いばってはいけません。相手が離れていって
も、自分から心を開きましょう。

2-(4) 2-(5)

隣近所の人にけしからんことをしてはいけません。たとえ、親しい間柄でも
相手の立場を考えて礼儀を大事にしなさい。（親しき仲にも礼儀あり）

2-(1)

たとえ筋道が通っていても、すべてを言いくるめてはいけません。相手に
よっては、大変な失敗をしてしまいますよ。

2-(4) 2-(5)

たとえ腹が立っても、言い過ぎてはいけません。憎らしい相手もいいところ
を認めてあげなさい。

2-(4) 2-(5)

いろは口説き 口語訳
内容

幼い者こそかわいがってやりなさい。年とった人は敬い、無礼なことをして
はいけません。

2-(2)


